


















要約 虐待発生予防の母子保健活動のあり方を検討することを目的に、その予備軍とも考

えられる養育問題の実態を調査した。大阪府保健所で養育問題のために 1年以上継続援助

をした 6 歳未満児は 2.2 人/0～5 歳人口千人である。把握年齢は乳児期が多く幼児期は少

ない。把握経路は乳幼児健診 40%、周産期医療機関からの紹介 10%が重要である。背景要

因としては母親側の育児不安・育児負担・育児能力・孤立育児・子どもの受容の問題と、

子ども側の成長発達障害・情緒行動問題・基礎疾患が大きい。


